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　ここ数年は，学術的な成果が少なくなり，研究業績では本誌への投稿と全国自動車短期大学協
会での研究発表会への参加の他は僅かでしかない。しかしながら，自動車メーカー各社による開
発は今日も目覚しく，近年は自動運転技術の開発に関する話題がしばしば報道されている。こう
した現状を見据えると，本誌に掲載された「環境認知センサーの検証」は最先端技術には及ばな
いにせよ，自動運転に必要な知識を学ぶ上で導入としての教材開発に役立つことを期待したい。
　また，海外研修旅行の報告や中国との連携プロジェクトの内容など，活動報告ではあるが，久
しぶりにこのような投稿のあったことは喜ばしいことと感じている。特に，イタリア国立フェラー
リ工業専門学校と本学との提携の重要な意義を感じることができ，こうした投稿も今後期待した
いと思うところである。
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